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2023年8月9日
広域系統整備委員会事務局

第69回 広域系統整備委員会
資料１

東地域および中西地域の広域連系系統に係る

計画策定プロセス

― 東地域作業会の体制強化ほか ―



2今回ご確認等いただきたい事項

１．再エネ導入に資する系統整備のための環境整備等の措置（報告）

２．東地域作業会の体制強化～作業会メンバーの公募～

３．整備計画具体化に向けた作業会の実施状況（報告）



3１．再エネ導入に資する系統整備のための環境整備等の措置

◼ 2023年2月10日に「GX実現に向けた基本方針」が閣議決定され、5月31日には「脱炭素
社会の実現に向けた電気供給体制の確立を図るための電気事業法等の一部を改正する
法律」 （GX脱炭素電源法）が成立した。

◼ 本日は、GX脱炭素電源法に盛り込まれた系統整備のための環境整備等の措置について
共有する。



4（参考）GX脱炭素電源法の概要
（出所）第52回 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 資料1



5（参考）整備等計画の認定
（出所）第63回 電力・ガス基本政策小委員会 資料4



6（参考）整備等計画の認定
（出所）第63回 電力・ガス基本政策小委員会 資料4



7（参考）資金調達環境の整備
（出所）第52回 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 資料2



8（参考）資金調達環境の整備
（出所）第52回 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 資料2



9（参考）電気事業法・再エネ特措法（GX脱炭素電源法）
（出所）第63回 電力・ガス基本政策小委員会 資料4



10２．東地域作業会の体制強化～作業会メンバーの公募～

◼ 東地域の広域連系系統に係る計画策定プロセスでは、増強する連系設備の接続先の一般送
配電事業者や技術的知見のある送電事業者により構成する作業会を設置。
必要に応じて、海域実地調査実施者やケーブルメーカー・変換器メーカーがオブザーバー参
加し、基本要件の策定に向けて検討を進めてきた。

◼ また、本年5月以降、海底直流送電の実績がある一般送配電事業者を作業会のメンバーに
追加するなど、必要に応じて検討体制の拡充も図ってきたところ。

◼ このような中、第52回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会
（2023年6月21日）において、関係事業者をメンバーとする作業会の体制を強化の上、年
度内を目途とする基本要件の策定に向けた検討を加速することとされた。
これを受け、作業会における技術的な検討をさらに深めるとともに、プロジェクトにおけるファイナ
ンス面からのリスク評価など事業の円滑な推進に資する検討も一体的に進めるため、作業会
への参加を希望する事業者を募集することとしたい。



11（参考）第52回 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 資料2



12２．東地域作業会の体制強化～作業会メンバーの公募～ 募集概要

◼ 年度内を目途とする基本要件の策定に向けた検討を進めていくため、以下のとおり、作業会メン
バーの追加に向けた公募の手続きを進めることとしたい。

◼ なお、募集結果を踏まえ、作業会メンバーについては、次回以降の本委員会にて審議する。

項目 内容

募集目的 年度内を目途とする基本要件の策定に向けた検討を進めていくに当たり、技術的な検討をさ
らに深めるとともに、プロジェクトにおけるファイナンス面からのリスク評価など事業の円滑な推進
に資する検討も一体的に進めるため、作業会への加入を希望する事業者を募集する。

応募者に
求める要件
（応募資格）

以下①～④のいずれかの項目に精通し、至近10年間においてその経験を有しており、作業
会への貢献が期待できること
① 亘長100km以上又は容量100万kW以上の送変電設備の建設または運用
② 電圧200kV以上の直流送電設備の建設または運用
③ 事業費500億円程度以上のプロジェクトにおけるファイナンス面からのリスク評価に関す

る業務
④ 事業費500億円程度以上の大規模インフラ整備工事の円滑な遂行に必要となる不確

実性の低減に関する業務

募集方法 • 応募受付期間：2023年8月10日（木）～9月8日（金）12時
• 応募方法 ：所定の応募書類を提出
• 募集説明会 ：2023年8月23日（水）（対面またはWEB開催）

（予備日 2023年8月28日（月））

審査基準 作業会での検討に対する貢献が期待できる業務履歴を有しているか など



13（参考）第68回広域系統整備委員会 資料1



14３．整備計画具体化に向けた作業会の実施状況（報告）
各作業会の主な議題を報告

第６回 中西地域作業会（5/15）

第10回 東地域作業会（7/26）
・メーカーヒアリング結果を踏まえたHVDC設備構成
案の評価について
・直流架空送電線建設費用算定の前提条件につ
いて

など

第８回 東地域作業会（5/15）

第９回 東地域作業会（6/7）
・HVDC設備構成案の評価に向けたメーカーヒアリ
ングについて
・地内系統整備に向けた増強箇所の抽出について

など

第７回 中西地域作業会（7/21）
（西地域作業部会と合同開催）
・関門連系線増強（直流連系）に関する検討状況
の共有について
・中地域増強に関する検討状況の共有について

など



15（参考）整備計画具体化に向けた検討体制の構築について ～実施事項と体制～
（第63回 広域系統整備委員会資料）

広域系統整備委員会

作業会の名称案 整備計画具体化に向けた作業会（東地域・中西地域）

実施事項 ６スライドに例示した技術課題の検討、実現性の高い増強方策案の検討、広
域系統整備委員会への報告

情報の取り扱い 機微な情報を扱うため、参加者に守秘義務を課し、議事は原則として非公開

開催期間 2022年9月～基本要件策定まで（基本要件策定時点で継続要否を判断）

理事会

検討指示 報告

設置・諮問 答申

検討指示 報告

・作業会報告を踏まえて作成した基本要件案の審議

◼ 前頁に例示した技術課題を検討する場として、本委員会の下部に作業会を設置し、基本要件
の基となる実現性の高い増強方策案を検討することとしたいが如何か。

整備計画具体化に向けた作業会
（東地域）

整備計画具体化に向けた作業会
（中西地域）

＜検討事項＞
・実現性や保守性などを踏まえた増強方策案の検討
・増強方策の工夫の余地の検討
・メーカーなどのヒアリングによる増強方策案の評価※

※東地域は机上FS実施者、海域実地調査実施者のヒアリングも予定


